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三次市教育委員会会議録  

 

1 日  時   令和 7年 5月 23 日（金） 

        開会 10 時 00 分 

        閉会 11 時 40 分 

 

2 会  場   三次市役所本館 6 階 601 会議室 

 

3 出席委員   教 育 長  迫 田 隆 範 

        委 員  小 根 森 直 子 

 委 員  井 岡 直 美 

 委 員  小 川 治 孝 

 

4 出席職員   教 育 部 長  宮 脇 有 子 

 教育部次 長  豊 田 庄 吾 

 教育企画課長  渡 部 真 二 

 学校教育課長  新 谷 勝 治 

 学校給食担当課長  小 原 謙 二 

 社会教育課長  山 西 正 晃 

 教育企画係長  髙 野 寛 久 

 教育企画課主事  平 奈 菜 巴 

 

5 議事日程 

(1) 議案第 5号 三次市立学校の廃止について 

(2) 議案第 6号 三次市立学校設置条例の一部を改正する条例案に関する意見につ

いて 

(3) 議案第 7号 中学校用タブレット端末（iPad）購入（備品）に係る動産の買入れ

の契約に関する意見について 

(4) 議案第 8号 三次小学校整備事業に係る事務用家具（備品）購入に係る動産の
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買入れの契約の一部変更に関する意見について 

(5) 議案第 9号 三次市立三次小学校改築工事建築主体工事に係る工事請負契約の

一部変更に関する意見について 

(6) 議案第10号 三次市立三次小学校改築工事機械設備工事に係る工事請負契約の

一部変更に関する意見について 

(7) 議案第11号 三次市立三次小学校改築工事電気設備工事に係る工事請負契約の

一部変更に関する意見について 

(8) 議案第12号 令和 7 年度三次市一般会計補正予算（第 1 号）のうち教育委員会

所管の予算案に関する意見について 

(9) 議案第13号 三次市学校運営協議会委員の任命について 

(10)議案第14号 三次市就学指導委員会委員の任命について 

(11)議案第15号 三次市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 

 

6 報告 

(1) 報告第 5号 三次市立学校再配置庁内連携推進会議設置要綱の制定について 

  

迫 田 教 育 長 ただいまから教育委員会会議を開催する。 

本日は藤井教育委員から欠席の連絡をいただいている。 

まず,新たに教育委員に就任された小川治孝委員を紹介する。 

小川治孝様は,去る 5 月 14 日から教育委員として就任された。多様な

ご経験や知見を本市教育行政に生かしていただけるものと期待してい

る。どうぞよろしくお願いする。 

はじめに,前回の教育委員会会議以降の状況について,3 点報告する。 

1 点目は,小中学校の児童生徒数,学級数等についてである。 

5 月 1 日で,今年度の本市の児童生徒数,学級数が確定した。 

小学校は,全 20 校で児童数 2,217 名,通常学級は計 121 学級,特別支援

学級は 16 校に計 31 学級。中学校は,全 12 校で生徒数 1,058 名,通常学

級は計 49 学級,特別支援学級は 10 校に計 19 学級である。小中学校全

体の児童生徒数は,3,275 名となり,これを昨年度と比較すると,小学校
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児童は 59 名減少し,中学校生徒は 6名増加となった。 

このうち,河内小学校,君田小学校,八幡小学校の 1 年生児童がゼロ,君

田中学校の 1 年生生徒がゼロとなっている。また,河内小学校,粟屋小

学校,青河小学校,君田小学校,作木小学校,八幡小学校の 6 校が完全複

式となった。なお,小学校については,今年度から全学年で学級定員が

35 人となっている。今年度から甲奴小学校に通学している「旧小童小

学校」の児童は,全員元気に楽しく通っていると報告を受けている。 

2点目は,学校再配置に係る取組についてである。 

今年3月に策定した「三次市立小中学校のあり方に関する基本方針」に

基づき,4月当初から順次,関係校の保護者や地域の皆さん,また,教育関

係者の皆さんに基本方針の説明を行っている。再配置の具体的計画にお

いて,今年度末で閉校し,令和8年度から吉舎小学校との再配置を計画し

ている八幡小学校及び,令和8年度から三次中学校との再配置を計画し

ている君田中学校については,両校とも,保護者及び地域の理解を得た

ため,必要な行政手続きや来年度を見据えた具体的な取組を進めてい

く。 

また,学校再配置の取組を市長部局とも連携協働し,行政一体での取組

とするため,関係部局で組織する「三次市立学校再配置庁内連携会議」

を設置した。 

4月25日に第1回会議を行い,福岡市長から「市全体でのひとづくりとま

ちづくりを進めるものとする」ことを指示していただき,山崎副市長を

委員長として,各部局が当事者意識を持って主体的に取り組んでいくこ

とを確認した。 

3点目は,学校訪問の実施についてである。 

例年5月から6月にかけて,教育委員会事務局が各小中学校を訪問し,校

長との面談や授業参観等を行っていたが,今年度から方法や内容の充実

と効率化を図ることとした。具体的には,諸帳簿確認は事務局職員が効

率的に行える時期に実施すること,状況把握や授業の充実につながる訪

問とすることである。特に,今年度は中学校の授業改善とICTの活用を取
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組課題として,中学校については,授業参観とその後の研究協議までを

訪問時に行うこととする。教育委員の皆様にも可能な範囲で同行いただ

き,共に学校状況を把握していただければ幸いである。 

以上,教育長報告とする。 

迫田教育長 これから議事に移る。議案第 6号から議案第 12 号については市議会に

提出する案件,議案第 13 号から議案第 15 号までは人事案件のため,公

開になじまないものと考える。ついては,三次市教育委員会会議規則第

14 条第 1 項の規定により,議案第 6 号から議案第 15 号については非公

開とし,議案第 5号及び報告第 5号については公開が適当と考えるがい

かがか。 

委 員 一 同 ―異議なし― 

迫田教育長 本日の教育委員会会議へ傍聴の申し出があった。傍聴の申出者は,三次

市教育委員会傍聴規則第 2 条による傍聴の手続きを行っていると認め

たため,三次市教育委員会会議規則第 14 条第 1 項の規定により傍聴を

許可することとする。 

議案第 5号「三次市立学校の廃止について」を行う。ただ今から会議は

公開とする。 

傍聴の方は入室をお願いする。 

（傍聴者入室） 

迫田教育長 それでは,議案第 5号について,事務局の説明を求める。 

教育企画課長 ―議案第 5号資料に沿って説明― 

以上,説明とする。 

迫田教育長 質問,意見等あればお願いする。 

小 根 森 委 員 最後の段階で子どもや保護者,地域の方と話があったが,どのような意

見があったか伺う。 

教育企画課長 共通的に通学に対する措置についてご質問をいただいた。安全安心な

通学手段を確保するということを説明している。 

また,児童生徒が新しい環境に馴染めるか不安という意見をいただい

た。今年度,両校間での交流や共同学習などを行いながら,スムーズに



5 

 

移行していくということを説明し,ご理解をいただいた。 

小 根 森 委 員 通学手段については,目途がたっているのか。 

教育企画課長 通学に関する基本的な考えとしては,公共交通機関の利用をお願いし

ている。具体的に,君田地区については三次方面への路線バスを利用し

ていただくことを説明している。乗降場所等については,保護者の皆さ

んとの協議によって決めていく。 

小 根 森 委 員 小学生の通学については,どのように対応していくのか。 

教 育 部 長 八幡小学校については,スクールバスかタクシーでの通学を予定して

いる。乗降場所等については,保護者の皆さんとの協議によって決めて

いく。 

君田中学校についても,基本的には公共交通機関での通学となるが,一

斉下校等の変則的な時間の場合は,教育委員会においてバスやタクシ

ーの確保を考えている。具体的なことについては,今後決めていく。 

井 岡 委 員 君田中学校での生徒との意見交換では,どのような意見が出たのか。 

学校教育課長 不安感もあったが,三次中学校の生徒会が作成したビデオ見て,実際に

行って体験したいという思いもあった。学校にも提案し,連携を行って

いく。 

迫 田 教 育 長 すでに一緒に部活動をしている子どももいる。そういったことから,心

配はないという子どももいれば,不安に感じる子どももいる。 

また,保護者から制服等,生活環境がどうなるかといった意見もあっ

た。 

学校で事前に生徒から不安なことや思いを聞き取った上で,当日に教

育委員会から説明を行った。1 年をかけて交流の機会を設け,新しい決

まりが必要であれば,交流の中で決めていこうと説明し,理解していた

だいたと捉えている。 

小 川 委 員 協議経過について,君田中学校と八幡小学校では流れや期間が異なる

のはなぜか。 

教育企画課長 令和 4 年 3 月に「三次市立小・中学校の規模及び配置の適正化につい

て＜基本方針＞」を策定した。この基本方針では,協議を始める目安を
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小学校については完全複式になった段階としているため,完全複式校

であった八幡小学校については,令和 4 年度から,保護者の皆さんとの

協議や情報提供を重ねてきた。 

昨年度,「三次市立小中学校のあり方に関する基本方針」を策定した。

素案ができた段階で説明と合わせて,八幡小学校の今後のあり方につ

いて協議を重ねてきた。3 月に再配置の対象校,年度スケジュールを示

し,改めて基本方針を基に説明をしてきた。 

君田中学校については,「三次市立小中学校のあり方に関する基本方

針」に基づき,素案の段階から協議を開始してきた。 

教 育 部 長 君田中学校においては,君田小学校の保護者を中心に,今後のあり方に

ついてのアンケート調査が行われ,地域内での動きもあった。 

小 根 森 委 員 君田中学校の再配置にあたり,コミュニティ・スクール等の問題に対し

てどのように考えているのか。 

教育企画課長 三次中学校との再配置後は,新しい三次中学校区としてコミュニティ・

スクールを設置する。君田小学校は君田小学校のコミュニティ・スクー

ルを設置する予定である。 

小 根 森 委 員 君田小学校は三次中学校区に入らないのか。 

迫 田 教 育 長 今後再配置を行うにあたり,小学校と中学校で学区が異なる場合があ

るが,コミュニティ・スクール制度は続けていくため,その状況の中で

工夫しながら進めていく。 

小 根 森 委 員 各コミュニティ・スクール同士で横のつながりができればよい。 

迫 田 教 育 長 コミュニティ・スクールの活用や地域とのつながりを深めていくこと

は引き続き大切にしていく。君田地区や八幡地区で今まで培ってきた

ことや地域の特色を新たな学びに活かし,新しいつながりを広げ,地域

の歴史を残しながら,学びにつなげていく。連携が必要であることは、

すでに両コミュニティ・スクールに話している。 

小 川 委 員 地域から子どもの声がなくなって寂しいという声があるが,学校がな

くなっても,コミュニティ・スクールを活用すれば,地域で子どもを育

てることができると考える。一方で,コミュニティ・スクールの仕組み
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や活用方法がわからない方もいる。7月には甲奴まるごと運動会が開催

される。初めて行う中,手探りで不安な声もあるが,子どもや地域のた

めにやろうと声をあげて進めている。コミュニティ・スクールについて

も,初めてで不安な方もおられるため,方法や効果が分かりやすく記載

されている資料があればよい。 

迫 田 教 育 長 地域の特色を活用した事例の共有は大切だと考えている。情報共有の

方法については,工夫していく。 

迫 田 教 育 長 議案第 5 号については,学校の設置に係わる案件のため,各委員からの

意見を求める。 

小 根 森 委 員 入学者が 0人ということから,社会性を育む観点で考えるとやむを得な

い決断だと思う。君田と八幡には特色ある教育活動や文化,地域行事

等,様々な歴史があり,様々な地域の人に協力していただいた。各地域

で育ったことを誇れる教育を再配置後も続けてほしい。 

井 岡 委 員 八幡小学校はオペレッタがあげられる。各校に昔から繋がれてきた伝

統があり,特色ある学校である。地域の方が一生懸命になっておられ,

「子どもたちのために」をキーワードに前向きに考えておられること

に感動した。今後,三次市の子どもとして目標に向かって育っていけば

よい。 

小 川 委 員 小根森委員と井岡委員が言われたことは,歴史だと思った。長い歴史の

中で地域に根差した学校があり,その地域で育った人が地域を思って

帰ってきたときに,次の子どもを育てるという事が歴史の中で繋がっ

てきた。その学校がなくなることは,とても大きな意味がある。学校が

なくなることを経験される方は少なく,不安や怖さを持っている方が

多い。 

ただ,先日,小童小学校の閉校式に行った際,子どものことを考え,協議

を行い,地域から学校がなくなったから子どもの声が聞こえないとい

うことではなく,地域で今後も子どもを育てていくと地域代表の方が

話され,感動した。そのためにもコミュニティ・スクールをしっかり活

用できればよい。 



8 

 

迫田教育長 それぞれの意見を踏まえた上で,議案第 5号についてはよろしいか。 

委 員 一 同 ―異議なし― 

迫田教育長 続いて,報告第 5号について,事務局の説明を求める。 

教育企画課長 ―報告第 5号資料に沿って説明― 

以上,説明とする。 

迫田教育長 質問,意見等あればお願いする。 

小 根 森 委 員 特別な支援が必要な子どもに対する支援は,どのように対応していく

のか。 

学校教育課長 学校教育課が主に行っていく。学校や受け入れ校,相談員,保育所との

連携を主に行っていく。 

迫 田 教 育 長 教育内容の他にも,学校生活全般に関わることや通学環境の確認もあ

る。教育部を中心に行うことは当然必要である。 

迫田教育長 その他なければ,報告第 5号についてはよろしいか。 

委 員 一 同 ―了承― 

迫 田 教 育 長 以上で本日公開とする議題は終了となる。 

傍聴の方は,退室をお願いする。 

（傍聴者退席） 

  

議案第 6号 三次市立学校設置条例の一部を改正する条例案に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 7号 中学校用タブレット端末（iPad）購入（備品）に係る動産の買入れの契

約に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 8号 三次小学校整備事業に係る事務用家具（備品）購入に係る動産の買入れ

の契約の一部変更に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 9号 三次市立三次小学校改築工事建築主体工事に係る工事請負契約の一部

変更に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 
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議案第 10 号 三次市立三次小学校改築工事機械設備工事に係る工事請負契約の一部

変更に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 11 号 三次市立三次小学校改築工事電気設備工事に係る工事請負契約の一部

変更に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 12 号 令和７年度三次市一般会計補正予算（第 1号）のうち教育委員会所管の

予算案に関する意見について 

（市議会に提出する案件のため非公開） 

議案第 13 号 三次市学校運営協議会委員の任命について 

（人事に係る案件のため非公開） 

議案第 14 号 三次市就学指導委員会委員の任命について 

（人事に係る案件のため非公開） 

議案第 15 号 三次市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 

（人事に係る案件のため非公開） 

  

迫 田 教 育 長 これをもって本日の会議を終了する。 

 

 終了時間  11 時 40 分 

 


